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2026年11月６日 

 

各 位 

株式会社ミマキエンジニアリング 
代表取締役社長 CEO 池田和明 
（コード番号：６６３８ 東証プライム）  
問い合わせ先 常務取締役 CFO 清水浩司  
電話番号：０２６８－８０－００５８ 

 
 
 

連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

最近の業績動向を踏まえ、2026年５月13日に公表した連結業績予想を、下記のとおり修正しますので

お知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．業績予想の修正 

(1) 2027年３月期第２四半期（中間）連結業績予想数値の修正（2026年４月１日～2026年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

43,200 

百万円 

4,000 

百万円 

3,600 

百万円 

2,500 

円 銭 

86.41 

今回修正予想（Ｂ） 43,600 5,600 5,400 4,000 138.05 

増減額（Ｂ－Ａ） 400 1,600 1,800 1,500  

増減率（％） 0.9 40.0 50.0 60.0  

ご参考：前期第2四半期実績 

(2026年3月期第2四半期) 
39,379 3,990 3,764 2,753 95.21 

 

(2) 2027年３月期通期連結業績予想数値の修正（2026年４月１日～2027年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

91,000 

百万円 

9,500 

百万円 

8,600 

百万円 

6,100 

円 銭 

210.83 

今回修正予想（Ｂ） 91,400 10,300 9,800 6,700 231.23 

増減額（Ｂ－Ａ） 400 800 1,200 600  

増減率（％） 0.4 8.4 14.0 9.8  

ご参考：前期実績 

(2026年3月期) 
83,725 9,431 8,907 6,741 233.01 
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２．修正の理由 

中間連結業績につきましては、売上高は、インク販売が各市場で大幅伸長したことや前期から当期にかけて

市場投入したSG・IP・TA市場向け製品の販売が牽引しました。加えて、為替の円安によるプラス効果もあり前

回予想を上回る見込みとなりました。利益につきましては、原価改善活動の効果や製品ミックスの改善並びに

為替の寄与に加え、米国の追加関税の還付もあり各段階利益ともに前回予想を大幅に上回る見通しとなりまし

た。 

通期連結業績につきましては、中東情勢などグローバルでの市場環境等は引き続き不確実性が高いものと想

定しております。下期の売上高は、製品市場別及びエリア別の動向並びに新製品投入の見通しを踏まえて見直

し、利益につきましては、上期見通しにおける前回予想からの上振れ分を反映する一方、現在推進しております

中長期成長戦略MI30（Mimaki Innovation 30）に掲げる新たな領域への追加的な成長投資を織り込み、通期連

結業績予想を修正いたします。 

なお、連結業績予想の前提となる第３四半期以降の主要な為替レートは、１米ドル：146 円、１ユーロ：170

円とし、前回予想から変更はありません。 

 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


